
議案第１号 

   条例案に対する意見の専決処理に関し承認を求めることについて 

 

  令和４年７月４日提出  岩手県人事委員会 事務局長  菊池 正勝 

 

１ 趣旨 

  令和４年６月岩手県議会定例会に提出された次に掲げる条例案について、岩

手県議会から地方公務員法第５条第２項の規定に基づき意見を求められ、岩手

県人事委員会事務局代決専決規程第５条の２第１項の規定に基づき、別紙のと

おり専決処理したので、同条第２項の規定により報告し、承認を求めるもので

ある。 

 

２ 意見を求められた条例案 

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（議案第 20 号） 
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専 決 処 理 書 

 

  岩手県議会から地方公務員法第５条第２項の規定に基づき求められた、

令和４年６月岩手県議会定例会に提出される職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例案に対する意見について、岩手県人事委員会事

務局代決専決規程第５条の２第１項の規定に基づき、専決処理する。  

 

令和４年６月 27 日 

岩手県人事委員会事務局長 菊池 正勝 
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県議会６月定例会に提案される条例案に対する意見について  

                               

１  検討の趣旨                                   

県議会令和４年６月定例会に提案される予定の条例案について、県議会から地方公務員法第５条第２

項に基づき意見を求められる見込みであることから、予め検討を行うものであること。 

 

２  意見を要する条例案                                 

 

議案番号  条  例  名  

第 20号  

 

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例  

 

 

３  条例案の検証結果                                

 

条例名  改正の趣旨  検証結果  検討資料  

職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例  

国の例に準じて、非常勤職員の子

の出生後８週間以内の育児休業

の取得の要件を緩和し、及び地方

公務員の育児休業等に関する法

律の一部改正に伴い２回を超え

て育児休業をすることができる

特別の事情を定める等所要の改

正をしようとするもの。 

適当 別紙 

 

４  条例案意見（事務局案）                             

意見を求められた条例案につきましては、適当なものと認められます。 

 

 【参考】 

○地方公務員法（昭和二十五年法律第二百六十一号） 

（人事委員会及び公平委員会並びに職員に関する条例の制定）  

第五条 地方公共団体は、法律に特別の定がある場合を除く外、この法律に定める根本基準に従い、

条例で、人事委員会又は公平委員会の設置、職員に適用される基準の実施その他職員に関する事項

について必要な規定を定めるものとする。但し、その条例は、この法律の精神に反するものであつ

てはならない。  

２ 第七条第一項又は第二項の規定により人事委員会を置く地方公共団体においては、前項の条例を

制定し、又は改廃しようとするときは、当該地方公共団体の議会において、人事委員会の意見を聞

かなければならない。 
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職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

 

１ 条例案の内容                                        

 (１) 条例改正の趣旨 

国の例に準じて非常勤職員の子の出生後８週間以内の育児休業の取得の要件を緩和し、及び地方

公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い２回を超えて育児休業をすることができる特別

の事情を定める等所要の改正をしようとするもの。 

 

(２) 条例改正の内容（人事院規則の公布を受けて、条項の規定順が変動する可能性があること） 

ア 非常勤職員の子の出生後８週間以内の育児休業の取得の要件を緩和すること。（第２条関係） 

非常勤職員の育児休業の取得要件のうち、「子が１歳６か月に達する日まで」に、その任期が満

了すること及び任命権者を同じくする職に引き続き採用されないことが明らかでないとの要件に

ついて、非常勤職員が子の出生後８週間以内に育児休業をしようとする場合には、「子の出生日か

ら起算して８週間と６月を経過する日まで」とする。 

イ 非常勤職員の子の１歳到達日以降の育児休業の取得の要件を改めること。（第２条の３、第２

条の４関係） 

非常勤職員の育児休業の対象期間の上限を子が１歳６か月到達日とする要件について、夫婦交

替での取得や、特別の事情がある場合の柔軟な取得を可能とするための規定を整備。 

これにより、育児休業を１歳以上１歳６か月未満の期間において複数回取得すること等、特別

な事情がある場合の柔軟な取得が可能になること。（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 
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ウ 地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第 110号）の一部改正に伴い、２回を超

えて育児休業をすることができる特別の事情を定めること。（第３条関係） 

(ア) 「特別の事情」から、「育児休業等計画書により申し出た場合」の規定を削除する。 

今般の育児休業法の改正により、育児休業の取得回数制限が緩和され、特別の事情にかか

わらず、原則２回まで育児休業を取得することができるようになることから、特別の事情を

真にやむを得ない場合に限るため。 

(イ) 「特別の事情」のうち、任期の更新等の翌日を育児休業の期間の初日として再度の育児休

業をしようとすることについて「任期を定めて採用された職員」に改める。 

任期を定めて採用された職員には、非常勤職員以外にも、任期付職員法に基づく任期付職

員等がいることから、これらの職員についても非常勤職員と同様の取扱いとするもの。 

 

エ 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、２回の育児休業から除かれる育児休

業に係る子の出生の日からの期間を 57日間とすること。（第３条の２関係） 

 

(３) 施行期日（附則関係） 

令和４年 10月１日から施行する。 

 

［参考］ 

育児・介護休業法の一部改正の背景 

出産・育児等による労働者の離職を防ぎ、希望に応じて男女ともに仕事と育児等を両立できるよう

にするため、令和３年６月に民間の育児・介護休業等について定めた育児休業、介護休業等育児又は

家族介護を行う労働者の福祉に関する法律（平成３年法律第 76号。以下「育児・介護休業法」という。）

の一部が改正され、令和４年４月１日施行分に加え、子の出生直後の時期における柔軟な育児休業の

枠組みの創設、育児休業の分割取得の規定が整備された（令和４年 10月１日施行）。 

 

２ 条例案意見（事務局案）                                      

  適当なものと認められる。 

 

【理由】 

   令和３年６月に民間の育児・介護休業法の一部が改正され、国においても令和３年８月に人事院が

行った「国家公務員の育児休業等に関する法律の改正についての意見の申出」を受け、人事院規則を

改正し令和４年10月１日から施行予定であることを踏まえ、国に準じて条例の規定を改正するもので

あること。 
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案
第
2
0
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職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

 
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
４
年
岩
手
県
条
例
第
７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
正
前

 
改
正
後

 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

 
 
（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

 

第
２
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

。
 

第
２
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

。
 

 
(
１
)
～

(
４
)
 
［
略
］

 
 
(
１
)
～

(
４

)
 
［
略
］

 

 
(
５
)
 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員

 
 
(
５
)
 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員

 

 
 
ア

 
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非
常
勤
職
員

 
 

 
ア

 
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非
常
勤
職
員

 

 
 

 
(
ア

)
 
そ
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
子
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
が
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
日
（
第
２
条
の
３
及
び
第
２
条
の

４
に
お
い
て
「
１
歳
６
か
月
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
同
条
の
規
定
に
該
当
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
２
歳
に
達
す
る
日
）
ま
で
に
、
そ
の
任
期
（
任
期
が
更

新
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
更
新
後
の
も
の
）
が
満
了
す
る
こ
と
及
び
引
き

続
い
て
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
（
以
下
「
特
定
職
」
と
い
う
。
）
に
採
用

さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
非
常
勤
職
員

 

 
 

 
(
ア

)
 
そ
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
子
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
が
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
日
（
第
２
条
の
３
及
び
第
２
条
の

４
に
お
い
て
「
１
歳
６
か
月
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該
子
の
出
生
の
日
か

ら
第
３
条
の
２
に
規
定
す
る
期
間
内
に
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
当
該
期
間
の
末
日
か
ら
６
月
を
経
過
す
る
日
、
第
２
条
の
４
の
規
定
に

該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
子
が
２
歳
に
達
す
る
日
）
ま
で
に
、
そ
の
任

期
（
任
期
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
更
新
後
の
も
の
）
が
満
了
す
る

こ
と
及
び
引
き
続
い
て
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
（
以
下
「
特
定
職
」
と
い

う
。
）
に
採
用
さ
れ
な
い
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と
が
明
ら
か
で
な
い
非
常
勤
職
員

 

 
 
 

(
イ

)
 
［
略
］

 
 

 
 

(
イ

)
 
［
略
］

 

 
 
イ

 
第
２
条
の
３
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
非
常
勤
職
員
（

そ
の
養
育
す

る
子
が
１
歳
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１
歳
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該
子
に
つ

い
て
当
該
非
常
勤
職
員
が
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子

の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
）
に
お
い

て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
職
員
に
限
る
。
）

 

 
 
イ

 
そ
の
養
育
す
る
子
が
１
歳
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１
歳
到
達
日
」
と
い
う
。
）

（
当
該
子
に
つ
い
て
当
該
非
常
勤
職
員
が
第
２
条
の
３
第
２
号
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日

後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
同
条
第
３

－
1
－
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号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
の
翌
日
を
育
児
休
業
の
期

間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

 
 
ウ

 
そ
の
任
期
の
末
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
て
い
る

非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
任
期
が
更

新
さ
れ
、
又
は
当
該
任
期
の
満
了
後
に
特
定
職
に
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
当
該
任
期
の
末
日
の
翌
日
又
は
当
該
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
日
を
育
児
休

業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

 
 
ウ

 
そ
の
任
期
の
末
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
て
い
る

非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期
を
更
新
さ
れ
、
又
は
当
該
任
期
の
満
了
後
引

き
続
い
て
特
定
職
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ

い
て
、
当
該
更
新
前
の
任
期
の
末
日
の
翌
日
又
は
当
該
採
用
の
日
を
育
児
休
業
の

期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

 
（
非
常
勤
職
員
が
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
末
日
）

 
 
（
非
常
勤
職
員
が
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
末
日
）

 

第
２
条
の
３

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す
る
。

 

第
２
条
の
３

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す
る
。

 

 
(
１
)
・

(
２
)
 
［
略
］

 
 
(
１
)
・

(
２

)
 
［
略
］

 

 
(
３

)
 
１
歳
か
ら
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
、
非
常
勤
職
員

が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当
該
子
を
養
育
す
る
非
常
勤
職
員
が
前
号
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
又
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
配
偶
者
が
同
号
に
掲
げ
る

場
合
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
県
等
育
児
休
業
の
期
間
の

末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末

日
と
さ
れ
た
日
（
当
該
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
と
当
該
県
等
育
児
休

業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
異
な
る
と
き
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
日
）
）
の
翌

日
（
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
の
期
間
に
お
い
て
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し

て
そ
の
任
期
の
末
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非

常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期
が
更
新
さ
れ
、
又
は
当
該
任
期
の
満
了
後
に
特
定

職
に
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
任
期
の
末
日
の
翌
日
又
は
当

該
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
日
）
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る

育
児
休
業
を
し

よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き

 

当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日

 

 
(
３

)
 
１
歳
か
ら
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
非
常
勤
職
員
が
、
次

に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
（
当
該
子
に
つ
い
て
こ
の
号
に
掲
げ

る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
第
３
条
第
７
号
に
掲
げ

る
事
情
に
該
当
す
る
と
き
に
あ
っ
て
は
イ
及
び
ウ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合

、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
ウ
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
す
る
場
合
）

 
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日

 

 
 

 
ア

 
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当
該
非
常
勤
職
員
が
前
号
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
又
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
配
偶
者
が
同
号
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に
掲
げ
る
場
合
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
県
等
育
児
休

業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
（
当
該
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
と

当
該
県
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
異
な
る
と
き
は
、
そ
の
い
ず

れ
か
の
日
）
）
の
翌
日
（
当
該
配
偶
者
が
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
こ
れ
に
相

当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
県
等
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
県
等

育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
を
育
児
休
業
の
期
間

の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

 

 
 
ア

 
当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当
該
非
常

勤
職
員
が
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日

後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
）
に
お
い
て
育
児
休
業
を

し
て
い
る
場
合
又
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
配
偶
者
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当

該
配
偶
者
が
す
る
県
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳

到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
）
に
お
い
て
県
等

育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合

 

 
 
イ

 
当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当
該
非
常

勤
職
員
が
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ

れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ

れ
た
日
）
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合
又
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
配
偶

者
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当
該
配
偶
者
が
同
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
こ
れ
に

相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
県
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が

当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
）

に
お
い
て
県
等
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合

 

 
 
イ

 
［
略
］

 
 

 
ウ

 
［
略
］

 

 
 

 
エ

 
当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当
該
非
常

勤
職
員
が
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ

れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ

れ
た
日
）
後
の
期
間
に
お
い
て
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を

し
た
こ
と
が
な
い
場
合

 

 
（
非
常
勤
職
員
が
そ
の
養
育
す
る
子
が
２
歳
に
達
す
る
日
ま
で
育
児
休
業
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
）

 

 
（
非
常
勤
職
員
が
そ
の
養
育
す
る
子
が
２
歳
に
達
す
る
日
ま
で
育
児
休
業
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
）

 

第
２
条
の
４

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
場
合
は
、
１
歳
６
か
月
か

ら
２
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
、
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
６
か

月
到
達
日
の
翌
日
（
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
お
い
て
こ
の
条
の
規

第
２
条
の
４

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
場
合
は
、
１
歳
６
か
月
か

ら
２
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
非
常
勤
職
員
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
（
当
該
子
に
つ
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
て
育
児
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定
に
該
当
し
て
そ
の
任
期
の
末
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し

て
い
る
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期
が
更
新
さ
れ
、
又
は
当
該
任
期
の
満
了
後

に
特
定
職
に
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
任
期
の
末
日
の
翌
日
又

は
当
該
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
日
）
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
と
す
る
。

 

休
業
を
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
次
条
第
７
号
に
掲
げ
る
事
情
に
該
当
す
る
と
き
に
あ

っ
て
は
第
２
号
及
び
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合

）
と
す
る
。

 

 
 

(
１

)
 
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
の
翌
日
（
当
該
非
常
勤
職

員
の
配
偶
者
が
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
、
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し

て
県
等
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
県
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日

と
さ
れ
た
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を

し
よ
う
と
す
る
場
合

 

 
(
１
)
 
［
略
］

 
 
(
２
)
 
［
略
］

 

 
(
２
)
 
［
略
］

 
 
(
３
)
 
［
略
］

 

 
 

(
４

)
 
当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
後
の

期
間
に
お
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
場
合

 

 
（
再
度
の
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
最
初
の
育
児
休
業
の
期
間
）

 
 

第
２
条
の
５

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、

5
7
日

間
と
す
る
。

 

 

 
（
再
度
の
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

 
 
（
２
回
を
超
え
て
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

 

第
３
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

 

第
３
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
(
１
)
～

(
４
)
 
［
略
］

 
 
(
１
)
～

(
４

)
 
［
略
］

 

 
(
５

)
 
育
児
休
業
（
こ
の
号
の
規
定
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る

子
に
つ
い
て
既
に
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
終
了
後
、
３
月
以
上
の
期
間
を
経
過
し

た
こ
と
（
当
該
育
児
休
業
を
し
た
職
員
が
、
当
該
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
の
際
育

児
休
業
に
よ
り
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
計
画
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
計
画
書
に

よ
り
任
命
権
者
に
申
し
出
た
場
合
に
限
る
。
）
。

 

 

 
(
６

)
 
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と

 
(
５

)
 
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
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、
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第

39
条
第
１
項
に
規
定
す
る
保
育
所

、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成

18
年
法
律
第

77
号
）
第
２
条
第
６
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は

児
童
福
祉
法
第

24
条
第
２
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
次
条
及
び
第

11
条

に
お
い
て
「
保
育
所
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み

を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児
休
業
の
終

了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休

業
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ

る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

 

、
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第

3
9
条
第
１
項
に
規
定
す
る
保
育
所

、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成

18
年
法
律
第

7
7
号
）
第
２
条
第
６
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は

児
童
福
祉
法
第

2
4
条
第
２
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
第
４
条
及
び
第

1
1

条
に
お
い
て
「
保
育
所
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込

み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児
休
業
の

終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児

休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

 

 
(
７

)
 
第
２
条
の
３
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
又
は
第
２
条
の
４
の
規

定
に
該
当
す
る
こ
と
。

 

 
(
６

)
 
第
２
条
の
３
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
又
は
前
条
の
規
定
に
該

当
す
る
こ
と
。

 

 
(
８

)
 
そ
の
任
期
の
末
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
て
い
る

非
常
勤
職
員
が
、
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
任
期
が
更
新
さ
れ
、

又
は
当
該
任
期
の
満
了
後
に
特
定
職
に
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該

任
期
の
末
日
の
翌
日
又
は
当
該
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初

日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

 

 
(
７

)
 
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期
の
末
日
を
育
児
休
業

の
期
間
の
末
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
て
い
る
も
の
が
、
当
該
任
期
を
更
新
さ
れ
、

又
は
当
該
任
期
の
満
了
後
引
き
続
い
て
特
定
職
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該

育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
更
新
前
の
任
期
の
末
日
の
翌
日
又
は
当
該
採

用
の
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
（
２
回
の
育
児
休
業
か
ら
除
か
れ
る
育
児
休
業
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら
の
期
間
）

 

 
第
３
条
の
２

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
の
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、

5
7
日
間

と
す
る
。

 

 
（
育
児
短
時
間
勤
務
の
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
な
い
場
合
に

育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

 

 
（
育
児
短
時
間
勤
務
の
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
な
い
場
合
に

育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

 

第
11
条

 
育
児
休
業
法
第

1
0
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

 

第
11
条

 
育
児
休
業
法
第

1
0
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
(
１
)
～

(
５
)
 
［
略
］

 
 
(
１
)
～

(
５

)
 
［
略
］

 

 
(
６

)
 
育
児
短
時
間
勤
務
（
こ
の
号
の
規
定
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
短
時

間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
既
に
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
終
了
後
、
３
月
以
上
の

期
間
を
経
過
し
た
こ
と
（
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
た
職
員
が
、
当
該
育
児
短
時

 
(
６

)
 
育
児
短
時
間
勤
務
（
こ
の
号
の
規
定
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
短
時

間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
既
に
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
終
了
後
、
３
月
以
上
の

期
間
を
経
過
し
た
こ
と
（
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
た
職
員
が
、
当
該
育
児
短
時
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間
勤
務
の
承
認
の
請
求
の
際
育
児
短
時
間
勤
務
に
よ
り
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の

計
画
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
計
画
書
に
よ
り
任
命
権
者
に
申
し
出
た
場
合
に
限
る
。

）
。

 

間
勤
務
の
承
認
の
請
求
の
際
育
児
短
時
間
勤
務
に
よ
り
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の

計
画
に
つ
い
て
任
命
権
者
に
申
し
出
た
場
合
に
限
る
。
）
。

 

 
(
７
)
 
［
略
］

 
 
(
７
)
 
［
略
］

 

備
考

 
改
正
部
分
は
、
下
線
の
部
分
で
あ
る
。

 

 
 
 
附

 
則

 

 
こ
の
条
例
は
、
令
和
４
年

1
0月

１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
 
令
和
４
年
６
月
28
日
提
出

 

岩
手
県
知
事

 
達

 
増

 
拓

 
也

 
 

 
理
由

 

 
国
の
例
に
準
じ
て
非
常
勤
職
員
の
子
の
出
生
後
８
週
間
以
内
の
育
児
休
業
の
取
得
の
要
件
を
緩
和
し
、
及
び
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
２
回
を
超

え
て
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
を
定
め
る
等
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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